
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

■、

、名ﾎﾞｵ:及び代表

事業者

業種

注１綾当するロには、レ印を記入してください,特定嚇難肴以外の鞭鍵者の方はし印の記入は不要で十｡

２「基池年度」とは計噛i期間の前年度を、「目原年度」と１ｋ計画期間の蝋終年度を、「fll告年度」とIよ；十厘ilI）}間のうち、今I且'報告の対象と左ろ竿度をいい主-1＝

３「事業所等排出区分ｊとは京都府内の蒋業所等の辮鰭活dillのためのエネルギーの使用に伴い発生ﾌﾟｰる温室効果ガスを、「輸送車両排出区分」とは自鋤屯運送獅捲者についてIjE使用の本拠Ｕ)位蹴を京都府内とす
る車両の排出する温室効果ガスを、鉄道１１F業者について1t保有する貨物車両又Ｉ:上旅客車両の排出する温室効果ガスを、「その他排出区分」とは上紀以外の京都府内における鵯業所等の辨業活動に伴い繕生する
温室効果ガスをいい王十､

４「原単位当たりの温室効果ガス排出戯淳」の「用途区分」に(よ、○○［場、：IF傍所左どの用途を紀人してください「原単位の措標ｊには、分子の「二酸化炭素換算ｊの下に分母と’虞る指櫟（生産数吐、延べ
床面積、走行距離等）を記入してください

５「その他の地球温暖化対策にｋろ温室効果ガスの削減砒淳」のうち「潅林の保全及び整備」の「目標年度（計画）」欄には計画期１１１１中の目標の累Ii+を、「報涛年度（実織）」ＩＨＩにIj且実緬の黒ilfを紀人してくだ
さい々

６「特記躯項」には、平成２年度（１９９０年度）をjMiill1とした排出ｉｔの対比や、省エネ製品開発左ど他者のi息室効果ガス排出削減への貢献、グリーンI凋遼(/)採用、特定フロンなどの条例措定外の温室効果ガス
の削減などを記入してください．

住所（法人にあっ
ては、主たる事務所
の所在地）

京都府長岡京市開田１－６－６

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代表
者の氏名）

三菱製紙株式会社京都工場執行役員京都工場長山田元茂

事業者の主たる
業種 化学工業写真感光材料製造業（写真用感光紙・印刷製版材料・インクジェット用紙）

該当する事業者
要件 厄京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

辰

厄

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

エネルギー消費効率改善及び設備の省エネ化推進で、平成２２年度にCO2排出原単位３％以上向上を目指す。

推進体制
ＩＳＯ１４００１の推進母体である工場環境マネジメント組織のエネルギー委員会を中心に推進する。

環境マネジメントシステム名称 三菱製紙京都工場

適用範囲 三菱製紙京都工場

取得年月日 平成１１年１１月

年度ごとの具体
的な取組及び槽
置の状況

年度

平成２０年度

平成２１竿度

平成２２年度

設備、対象、工程等

工場設備（報告）

工場設備（報告）

工場設備（報告）

措置内容

乾燥設備用大型送風機のｲﾝﾊﾞｰﾀｰ化（2台実施）、不要空調設備等の停止及び統廃合(6箇所実施〉、老朽化設備の省エネ化更
新（１台実施）、冷凍機台数制御実施、操業度ｱｯﾌﾟによる原単位向上

乾燥設備用大型送風機のｲﾝﾊﾞｰﾀｰ化(9台実施）、乾燥設備の風速ﾀﾞｳﾝによる省エネ実施、不要空調設備等の停止及び統廃合
(8箇所実施）、老朽化設備の省エネ化更新（2台実施）、操業度アップによる原単位向上

乾燥設備の風速ﾀﾞｳﾝ(第２段）による省エネ実施、蒸気ﾄﾗｯﾌﾟ整備による省エネ、搬送方法変更による省エネ、不要照明設備
等の停止（1件）、老朽化配電設備（2件）の省エネ化更新、操業度アップによる原単位向上

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(１９）年度
(二酸化炭素換算）

目標年度（計画）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

24,712.0ｔ 29,189.0ｔ １８．１％ 21,358.2ｔ －１３．６％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊１ ２４，７１２．０ｔ ＊２ 29,189.0ｔ １８．１％ ＊」 ２１，３５８．２ｔ -13.6％ 

計画に対し、生産量が大幅増加する見込みであったが、不況の影響で生産量が大幅減となり、この影響でCO2排出量が大幅
に減少した。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

＝學艤篝曇一
二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

0.366Ｔ/千㎡ 0.355Ｔ/千㎡ -3.0％ 0.358Ｔ/千㎡ -2.2％ 

％ ％ 

％ ％ 

計画に対し生産量が大幅に減少し、省エネ対策等の効果があったものの、原単位の目標を達成する事が出来なかった。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した
電力又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス
排出量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

取組瞳等 (二酸化炭素換算）

(整備面積） hａ (吸収壁） ｔ 

(利用壁） rｎｐ (削減壁） ｔ 

(充電量） kwｈ (削減趾） ｔ 

(熱供給壁） GＪ (削減戯） ｔ 

(艫入肚） kwｈ (削減趣） ｔ 

(職人髄） ｔ (削減Bk） ｔ 

￣ ＊３ ｔ 

報告年度（実績）
取組殿等 (二酸化炭素換算）

(整備面積） hａ (吸収置） ｔ 

(利用壁） rｎ (削減量） ｔ 

(充電壁） kwｈ (削減壁） ｔ 

(熱供給壁） GＪ (削減壁） ｔ 

(鯆入壁） kwｈ (削減世） ｔ 

(購入n） ｔ (削減1ｉｔ） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減等合3+）

基準年度（実績）

＊１ ２４，７１２．０ｔ 

目標年度（計画）

(｡g)（掌3）29,189.0ｔ

増減率（計画）

18.1％ 

報告年度（実績）

(*冊（*5） ２１，３５８．２ｔ 

増減率（実績）

-13.6％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

①社会環境報告書にて当社のエネルギー削減状況を公表
②環境省,京都府提ﾛ畠のライトダウンキャンペーンに参画京都府ＨＰにて実施内容紹介
③乙訓地区内各事業所で組織する勉強会にてFSC森林認証に関し紹介を行った。

特記事項

①平成17年ﾀｰﾎﾞ冷凍機台数制御導入
②平成18.21.22年風速ﾀＷによる乾燥ｴﾈﾙｷ

◎ 

や

③平成19年ガス貫流ﾎﾞｲﾗｰに燃料転換。
-効率の改善。


